
関生労組の歴史と日本労働運動の未来（上）／木下武

男（元昭和女子大教授） 

■木下武男さん（労働社会学者・元昭和女子大学教授） 

 

木下武男さん 

 

１ 労働組合の目撃者と「本当の労働組合」 

 

 本日のテーマ「当たり前の労働運動」ですが、関生型の労働運動は世界では当たり

前なんですけども、日本では当たり前じゃないんですね。だんだん増えてはいますが

日本では本当に一握りの運動である。しかし関西生コン型の労働組合は、世界では、

欧米ではそもそもそういうものとして出来てきたが、日本だけが違う、ということをお話

したいと思います。 

 日本の労働運動はたいへんな状況にあります。衰退の一歩手前。したがって今の

関西生コンの歴史的教訓をきちんととらえ、それが創った種を日本の労働運動に蒔

いていくことが、どん詰まった日本の労働運動の課題だと思います。したがって今日

の私の演題も「関西支部の歴史と日本労働運動の未来」という大きいテーマにしまし

た。前半が「本当の労働組合と関西生コンの歴史的教訓」についてお話しします。後

半は労働運動の現時点に立って、どのようにして関西生コンの種を拡げていくのかと

いうお話をしたいと思います。 

 

最初になぜマルクスとかエンゲルスとかが出てくるのか。ここでは革命家としてのマ
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ルクス、社会主義の理論的創造者としてのマルクス・エンゲルスではなく、労働運動

の目撃者としてのマルクス・エンゲルスをとりあげます。 

 

イギリスの遍歴職人 

 １８２６年以降、イギリスで労働運動は嵐のように行われました。その時、マルクスは

ドイツにいましたが、エンゲルスはイギリスにいて目撃していたはずです。そしてこの

目撃証人のことばこそが、労働組合とは何かをいちばん端的に、本質的に語っている

のではないか。 

 当時エンゲルスが目撃したのは、職業別労働組合というもので、イラストの真ん中

にいるのが「遍歴職人」ですね。エンゲルスが指摘する遍歴職人はある職業の労働

組合のパブリックハウス＝パブの２階の本部で遍歴のカードを見せて、次の日に職業

の紹介を受けて、イギリス全国を回ります。その時彼は「一つの職業に一つの賃金」

要求を組織していった組織者です。こういうイメージでエンゲルスは見ていたわけです。 

 

２ 労働組合の根源的機能（競争と競争規制） 

 

 本当は労働組合とは何だろうか。労働組合法の賃金の維持・改善だけを見ていると

判らない。私は「ジョブ」と「労働」と「競争規制」―この３つがあるのが労働組合だと思

っています。これをエンゲルスは次のように表現しています「『一つの職業の賃金は、

すべてどこでも同じ高さにたもつこと』をはかった」。一つのジョブ（職業）では同じ高さ

にする。いま安倍晋三がそんな事は知らずに「同一労働同一賃金」と言っていること

の本質は、エンゲルスが１８４５年に書いている。実は労働運動が築き上げた大原則

なのです。 
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労働者同士の競争が成立すると雇用条件が悪化する 

 

 それでは労働組合の根本はなにか。マルクスもエンゲルスも労働者の状態はなぜ

こんなにひどいのかを提起します。マルクスは「経営者が悪辣だ」とか「権力が弾圧す

るからだ」とか、そんな事を言っているのではない。「内部にこそ問題がある」と言って

います。「避けられない競争によってこんなにひどい状態になっている」と。エンゲルス

も「競争こそが資本家の最も優れた武器になっている」と言っています。「労働者同士

の競争」に 2人は目を向けたわけです。そして「競争を規制するものが労働組合だ」と

いう事を２人は指摘しました。 

 

 それをどういう方法でやるのか。それを述べているのがウェッブ夫妻です。「労働条

件を個人取引でやらず、共通の規制のもとでやる」という方法です。ある労働者が「私

は時給１５００円でなければ働かない」と言い、別の労働者が「私は６００円でいい」と

いった場合、雇用主は「じゃあ６００円で雇用する」となる。ここに競争が成立し、労働

者の雇用条件が悪くなっていきます。これが「個人取引」です。それではどうすればい

いのか。私としては、関西生コンの歴史の中から４つの教訓をまとめてみました。 

 

３ 関西生コン支部の教訓と「本当の労働組合」 

 

教訓１ 業種別職種別賃金 
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自由競争を抑制することで雇用と生活が守られる 

 共通規則のもとで労働力を売りなさいということです。関西生コンは１９７３年に運転

手は 10 万円という要求を出しましたけども、82 年には労資交渉をして同一賃金体系

をつくった。これで初めて「共通規則のとおりにやりなさい」という事を決めたという事

です。これを企業を超えてこのように支払うと決めたという事は歴史的な教訓であると

思います。 

 

教訓２ 集団交渉 

 共通賃金を決めて、この通りに支払いなさいと要求する。これが関西生コンが決め

た「集団交渉」です。ひとりひとりが個人取引をするのではなく、決められた共通規則

に基づいて労働商品を売る代表が労働組合ですね。労働組合が個人の代表として集

団で労働商品の集合取引をするという事。これが集団交渉です。これを１９７３年に決

めたわけです。 

 

教訓３ 企業の枠をこえた職種別統一司令部 
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 関西生コンの運動で非

常に重要な教訓だと思ったのは、これは産業別労働組合型の末端組織だという事で

す。欧米の産業別労働組合の一番底は企業ではないんです。例えばA社・B社・C社

の組合には執行権、財政権、人事権などの権限を置かない。その上に欧米では地域

組織があり、それをイギリスでは「ブランチ」、フランスでは「サンディカ」、アメリカでは

「ローカルユニオン」と呼びますが、そこに労働者は個人加盟する。そしてそこに組合

権限がある。 

 『５０年誌』を見て驚いたんですが、関西生コンは結成の時からそうなんですね。「企

業を超えた統一司令部」をつくったことが、集団交渉をやり抜く組織的保障となったわ

けです。集団交渉を実現するには波状スト、統一スト、指名スト、いろんな事をやる。

それを全部できたのは企業別ではなく産業別の司令部がそもそもあったからです。 

 実は１９６２年に海員組合が５７９隻の統一ストを行いますが、関西生コンはここと接

触したのではないか。そういうところで本当の労働組合の流れというのを取り入れて

いったのではないかと推測されます。 

 

教訓４ 労働組合主導型の事業協同組合 

 さきほど委員長がおっしゃられたとおり、日本資本主義の系列下請け構造の中で事

業協同組合を作っていくということです。重層的下請構造の中では公正な商取引はで

きません。重層的下請構造というものは日本的なものです。私はフランスとイギリスに

建設産業の下請け構造の調査に行ったんですけど、そういう構造はありませんでした。

なぜかというと、産業別労働組合があるから、一番下の建設産業の労働者が一番上
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の労働者とそれほど違いがないのです。産業別で全部賃金を決めちゃうからです。そ

うすると収奪構造が作りにくい。 

 

 日本では下請構造があるから、限りなき重層的下請け・収奪構造がある。それをど

うするかは今委員長が述べられた通りです。ここで興味深いことに、日経連会長の大

槻文平が「関西生コンの運動は資本主義の根幹に関わる運動であって、生コン支部

の運動は箱根の山を越えさせない」と言ったんですね。これはおかしいと思いました。

関西生コンがやっている運動はフランスやドイツやイギリスやイタリアでは当たり前な

ことなんです。そこで資本主義の根幹がゆらいでいるわけがない。ところがよくよく考

えてみると、これが「日本資本主義の根幹に関わるものだ」ととらえるならばまさしくそ

うです。こういう収奪構造の中で関生型の事業協同組合を作り、資本と闘う。こんなこ

とをやられたらたまらん、というのが大槻文平の真意だったのではないかと思います。

事業協同組合を作ってこれが資本に立ち向かう。これが教訓の４です。 
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米大統領 民主党予備選・サンダース旋風が席巻 » 

関生支部の歴史と日本労働運動の未来（下）／木下武

男（元昭和女子大学教授） 

 

木下武男さん 

連帯ユニオン関西生コン支部は１９６５年結成以来 50 年になる。これを記念して、こ

れまでの闘いの軌跡を記録する 50 年誌を刊行し、その記念シンポジウムが東京と大

阪でそれぞれ開催された。前回の記事に引き続き、東京シンポジウムで行われた、

社会学者の木下武男さんによる記念講演の後半をお送りする。（コモンズ編集部） 

――――――――――――――――― 

（前号からのつづき） 

 

４ 戦後労働運動の現地点 
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労働者の組織率とストライキ参加者数 

 

 

 日本の労働運動でゆっくり落ちているのは組織率です。劇的に下がっているのは、

半日以上のストライキに参加した人数と日数です。1975 年、スト権ストの敗北、春闘

の敗北を契機にして、労働組合の力は低下しグラフの横軸に向かって落ちていきま

す。資本によって民間大企業の労働組合は鎮圧されてしまった。それは 1975 年より

前のことです。労働統計を見ますと 2011 年ころには少しだけストがあった事がわかり

ますが、実はこれは関西生コンを中心としたストです。それほどに、日本の労働運動

はひどい状態になっています。 

 

 次のグラフ（加盟団体別単位労働者の推移）をご覧下さい。戦後労働運動のナショ

ナルセンターですけども、一番左に産別会議というのがありました。それから総評、同

盟、中立労連。これらが一緒になって連合となる。その下に全労連、全労協。これが

また横軸に向かって低下しています。 

 

加盟団体別単位労働者の推移 

産別会議や総評や全労連や全労協などが衰退し解体し、組織率が低下していってい

る。いろいろ問題があったとしてもこれはたいへんなことです。 

 

 「これは必然的な現象だ」というのが下の「適用法規別組合員数の推移」のグラフで

す。三公社五現業が激減したのは、国労への攻撃等が理由ですが、その上、地方公

http://com21.jp/uploads/wp-content/uploads/2016/05/kinoshita06.jpg


務員が激減しています。１９９５年から２０００年を境に劇的に下がっています。これは

非常にまずい。なぜかというと、官公部門の組合員比率をみると、連合が 15・９％、全

労連が 48・１％、全労協が 50・１％と、全労連と全労協は５割近くが公務員なんです。

自治体の構造改革による公務員の臨時職員の増大で、全労連・全労協共々非常に

まずい状況にあるということがおわかりと思います。現時点で、私は関西生コンの歴

史的教訓を糧として拡げていこうという事が重要だと思います。 

 

５ 「関生方式」による日本労働運動の再生―業種別職種別ユニオン 

 

適用法規別組合員数の推移 

 

 「関生方式」による日本労働運動の再生が問われている。それはシンプルな再生方

法です。 

1. 労働運動はほとんど存在していない。大企業の社員はほとんど労使協調の組

合に制圧されている。残るは公務員ですが、それはどんどん減っている。 

2. だから労働者の誰もが未組織労働者なんですね。 

3. だから労働運動の再生は未組織労働者の組織化と同じことなんです。 

4. どうせつくるなら、企業別労働組合ではなく産業別職業別ユニオンを作ろうで

はないか。 

5. それがジェネラル・ユニオンと密接な関係にある。 
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 こういう事を考えなければならないところに来ていると思います。 

 

 「本当の労働組合」を企業別労働組合の外につくるというのが、私の「外部構築論」

であります。つまり、企業別組合の改革を労働運動再生の前提条件にしない。企業

別組合の改革を先行しないということです。これは歴史的に見ると、そういう方向にア

メリカもイギリスも進んでいます。 当時、

１９２０年ころ職業別組合というのがあって、その外に産業別労働組合を作るといった

考え方でした。「smashing from without」（外から粉砕する）という路線を掲げて闘った

人たちがいます。 

 IWW（世界産業労働者同盟）という組織が１９０５年に結成され、写真は１９１２年の

争議です。未組織労働者の組織化、そして工場の争議を通じて先鋭な運動をアメリカ

やイギリスの労働運動はやってきたわけです。日本はまだまだやりきれていない。こ

の写真の左側は州兵ですね。右側の労働者たちは腕組みをしながら州兵の銃剣に

ストライキで立ち向かったことで有名です。 

 

個人取引（自由競争）を抑制することで雇用と生活が守られる 
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 関生型労働運動あるいは産別労働運動をあえて業種別・職種別と分けたのは意味

がありまして、「業種別」に団体交渉をします。そして「職種別」というのは共通規制で

す。つまり本当の労働組合の根本であった「集合取引」と「共通規制」を業種別・職種

別ユニオンという形で表現しているわけです（前号参照）。 

 業種別・職業別ユニオンの典型はプロ野球労組です。２０００年代の衰退する労働

運動の中で光を放つふたつのストライキ、これは２００４年のプロ野球労組のストライ

キと関西生コンを中心とした２０１０年のストライキです。 

 プロ野球選手という「職種」に対して、プロ野球機構という「業種」の経営者と交渉す

るわけです。こういう労働組合をつくろうということです。 

 

６ ジェネラル・ユニオン戦略と日本労働運動の未来 

 

 そしてジェネラル・ユニオン戦略の中でこういう運動を位置付けていけば、労働運動

の未来が見えて来るのではないか。 

 ジェネラル・ユニオンというのは、職業

別労働組合という、徒弟制度の熟練労働者である親方の労働組合です（前号参照）。

エンゲルスが目撃したのがこれです。ところがそれが保守的となり、他の一般的な労

働者を組織しないようになっていきました。それを打破していったのが１８８９年のロン

ドン港の一般労働組合のストライキでした。これを目撃した老エンゲルスは「イースト･

エンドの目ざめこそ、この世紀末最大の、最も実りゆたかなできごとのひとつであった。

私は命あってそれに出会ったことを誇らしく、またうれしく思う。マルクスが生きて、こ

れを目にすることができたなら！」という文章をマルクスの姪に書き送っています。ま

た彼女に対して「ドック・ストライキでのあなたの活動がうらやましい。私はこの活動に

くわわることのできる人たちを再度うらやむ」と。なぜかというと本人がロンドン・ドック

のストライキをさんざんしたからですね。 

 重要なのは、この時のストライキはたいへん大きなものだったということです。先進

的な労働運動ボランティア、活動家集団が行なった。だから企業別の労働組合が指

令に基づいて行なうのではなくて、やがて労働運動ボランティアが労働運動の衰退を
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切り返すことができると思います。 

 

 企業別組合から「残された領域」（広大な） 

 

産業別労働組合の構造 

 

 ジェネラル・ユニオン方式というのは、企業別労働組合から取り残された広大な領

域を組織するということです。ホブズボウムという有名な歴史家は「職能組合が上層

部で確立されていた産業の低階層、組合運動の局地化によって無視されていた全地

域」と言っています。例えばイギリスには建設労働組合がありますが、建設労働者の

上層に位置している熟練労働者が加盟しています。下の方は昔の運輸一般にあたる

組合を組織しています。つまり産業の中の大企業は企業別組合の連合系です。そし

て下は未組織労働者です。ここに企業別組合とジェネラル・ユニオンという対抗的なも

のを構築していくというように導き出されるのではないかと思います。 

 

 ジェネラル・ユニオンの根本＝「トレード・グループ」（業種別・職種別部会） 

 

 ジェネラル・ユニオンというのは誰でも入れるんですけれども、そこには「トレード・グ

ループ」という、業種別・職種別別部会というものがありまして、そこに入る。関西生コ

ンだとか、圧送だとか、バラセメントだとか、いろいろな業種がありますが、やがてそれ

がひとつの大きな労働組合になっていく、というのがイギリスの労働組合の歴史です。 

 そういう風に考えますと、今日の業種別・職種別ユニオンというのは未来のトレード・

グループなんです。だから未来の巨大な全国的ジェネラル・ユニオンのパーツを作る

ことなんです。関西生コンもパーツです。これからいろんなところでできるであろういろ
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んな組合もそれぞれパーツとしてそれぞれ呼応し合いながら、全国的なジェネラル・

ユニオンを作っていく。これが１９８９年体制です。いま連合、全労連、全労協という３

つが分立して立っています。これに対して本当のユニオンのジェネラル・ユニオンがで

きるならば、１９８９年体制を揺るがすことができるだろう。まだ遠い遠い先の話ですが。 

 

 受け継がれる「関生」の歴史的教訓 

 

 １点目は関西生コンから圧送業界へ、バラセメント業界へと拡がっていく流れです。

セメントを運ぶバラセメント、生コンを作って輸送する生コン運転手、そしてそれを圧力

をかけて型枠の中に流し込んでいく。圧送は土工、建設産業の専門部なんです。もし

も関西生コンの方式で建設産業もやるとしたら、日本の巨大な建設産業にも関西生コ

ン方式の労働組合が拡がっていくでしょう。 

 ２点目は自治体の臨時職員の中に業種別職種別での結集の動きが見られまして、

東京でも出来ています。彼らの中心メンバーは『季刊アソシエ』の関西生コン特集を読

んで学習しています。関西生コンの教訓はあらゆる壁を超えて拡がっています。 

 ３点目は「ブラック企業」対抗ユニオンが出来ていまして、詳細は省きますが、個別

の紛争から業種別運動へ拡がっています。これは「たかの友梨」の争議から始まった

エステシャンユニオンや、個人指導塾ユニオンなどが闘っていて、テレビなどでも紹介

されています。その中で「フツーの仕事がしたい」という映画にもなった、関西生コンの

あの雨の中の社前集会に参加した人が自分も起ち上がり、１５人の仲間を連れて個

人指導塾の社前集会をやって頑張っています。 

 このように、関西生コンが作りだした新しい労働運動は世代を超え、ナショナルセン

ターを超えて拡がっているのを観る時、日本でも新しい可能性が広がっていると感じ

ます。 

 

 最後に申し上げたいのは、「あだ花」を咲かせる土壌はなくなったということです。終

身雇用、年功序列賃金という体系は本当の労働組合とは言えない。戦前、アメリカに

行き、AFL／CIO の資格を持って戻って来た高野房太郎らによって作られた労働組合

期成会が本当の労働組合です。それはやがて戦後、終身雇用、年功序列賃金体系

のもとで変質し、企業別労働組合となってしまった。 

 こんどはそういうものじゃなくて「本当の花」を咲かそう。種はもうだいたい関西生コ

ンによって作られています。あとは種をまく人によっていろんな業界にまいてゆくこと

が必要です。この事によって日本の労働運動再生の希望が見いだせるのではないか

と思います。（以上） 
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